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下請負人
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熊本県暴力団排除条例 

契約の相手方に対して『誓約書』の交付が必要です 

熊本県暴力団排除条例の施行に伴い、熊本県が発注す

る建設工事の施工に携わる業者の方は、契約の相手方

に対して、『『『『自自自自らがらがらがらが暴力団等暴力団等暴力団等暴力団等ではないではないではないではない旨旨旨旨のののの誓約書誓約書誓約書誓約書』』』』を

提出することが義務づけられます。 

※１ 県発注工事の施工に携わる業者とは、下表のとおり、工事請負契

約では６次下請契約まで、資材等納入契約では３次契約までの全て

の業者を指し、それぞれが直近の発注者に対して誓約書を提出する

必要があります。（契約者相互に提出する必要はありません。） 



 

※３ 契約の相手方から提出を受けた誓約書は、それぞれ契約締結の日

から５年間の保管が義務づけられます。 

※２ 契約金額の総額が１００万円を超えない場合や、１件の県工事に

ついて基本契約を締結し、当該基本契約締結時に誓約書を提出した

場合は、その工事について生じた追加契約や変更契約を締結する場

合に、あらためて誓約書を提出する必要はありません。 

    これらのこれらのこれらのこれらの規定規定規定規定にににに違反違反違反違反したしたしたした場合場合場合場合はははは、、、、５５５５万円以下万円以下万円以下万円以下

のののの過料過料過料過料にににに処処処処せられせられせられせられ、、、、さらにさらにさらにさらに、、、、そのそのそのその調査調査調査調査・・・・報告報告報告報告のののの

求求求求めにめにめにめに虚偽虚偽虚偽虚偽のののの資料等資料等資料等資料等をををを提出提出提出提出したしたしたした場合場合場合場合はははは２０２０２０２０万万万万

円以下円以下円以下円以下のののの罰金罰金罰金罰金にににに処処処処せられますせられますせられますせられます。。。。    

    またまたまたまた、、、、これにこれにこれにこれに伴伴伴伴ってってってって県工事等県工事等県工事等県工事等からのからのからのからの指名停止指名停止指名停止指名停止

となるとなるとなるとなる場合場合場合場合がありますのでごがありますのでごがありますのでごがありますのでご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。    

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    

監理課監理課監理課監理課    建設業班建設業班建設業班建設業班    

０９６０９６０９６０９６－－－－３３３３３３３３３３３３－－－－２４８５２４８５２４８５２４８５（（（（直通直通直通直通））））    

平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年４４４４月月月月１１１１日以降日以降日以降日以降にににに締結締結締結締結されるされるされるされる契約契約契約契約からからからから誓約書誓約書誓約書誓約書のののの提出提出提出提出・・・・保保保保

管管管管がががが必要必要必要必要になりますになりますになりますになります。。。。    


